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◆これまでの委員会での主な報告・審議内容

【2021.5.31令和3年度第1回修復検討委員会】
→北十八間櫓ほか8棟の耐震診断結果報告・耐震補強案【承認】

【2021.8.6令和3年度第2回修復検討委員会】
→石垣復旧工法案【承認】
崩壊・変状度合が著しく、変状部を残した状態で重要文化財建造物を復旧できない
ため、復旧措置として「解体工法」を選択・検討する。

→石垣解体範囲検討のための復旧勾配基準設定案【承認】
石垣天端部の崩壊・変状が著しいため、重要文化財建造物の位置を手掛かりに復旧
勾配基準を設定し、石垣復旧勾配から解体範囲を検討する。

◆今回の委員会での報告・審議事項
１．石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）【審議】

❶ 被災前測量データなし
❷ 崩壊・変状が著しい石垣天端部は重文建造物位置を復旧勾配基準に設定
❸ 現況縦断図から基準勾配を選定・合成作成→復旧勾配

基準勾配 １ 本：H147、（H148）、H162、H163、H165、H166、H168、H173～H175、H180、H182、（H183）
基準勾配複数本：H149、H164、167、H181

○H147・H175は復旧勾配と現況勾配が一致したため、地震による被害なし。「現状保存」
○前回委員会で測量図がなかったH162を加えた15面は、「解体修理」

◆令和3年度の今後の進め方
第4回委員会以降：石垣耐震診断結果報告/崩落築石復元案/石垣裏込め復旧案/

石垣補強案などの審議

復旧設計対象石垣位置図【緑色網掛け部分】
（平成28年熊本地震被害調査報告書より作成）
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